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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第36期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第35期

会計期間

自平成21年
１月１日
至平成21年
３月31日

自平成20年
１月１日
至平成20年
12月31日

売上高（千円） 4,636,52931,426,669

経常利益（△は損失）（千円） △1,378,0832,992,782

四半期（当期）純利益(△は損失）（千円） △897,0341,402,167

純資産額（千円） 9,723,65511,031,381

総資産額（千円） 17,332,33417,262,805

１株当たり純資産額（円） 556.32 631.06

１株当たり四半期（当期）純利益金額（△は損失)（円） △52.21 81.62

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（△は損失）（円） －     －

自己資本比率（％） 55.1 62.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,613,1592,494,906

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△502,533△1,844,388

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,461,799△278,045

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 2,268,9562,924,413

従業員数

（ほか、平均臨時雇用者数）

（人）

1,784

(1,837)

1,724

（2,250)

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式が存在しないため、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は記載しておりません。　

３．従業員数は就業人員であります。臨時雇用者数は、契約社員及び短期アルバイトの人数であり、１日８時間で

換算した平均人員を（ ）内に外数で記載しております。 
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

当四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

 

  

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年３月31日現在

従業員数（人） 1,784(1,837)

　   （注） 従業員数は、就業人員であります。臨時雇用者数は、契約社員及び短期アルバイトの人数であり、１日８時間で

換算した当四半期連結会計期間の平均人員を（　）内に外数で記載しております。

　

 

(2）提出会社の状況

 平成21年３月31日現在

従業員数（人） 1,052(1,411)

　   （注） 従業員数は、就業人員であります。臨時雇用者数は、契約社員及び短期アルバイトの人数であり、１日８時間で

換算した当四半期会計期間の平均人員を（　）内に外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当社グループは売上高の92.8％がこども写真事業であり、スタジオ写真撮影という事業の特性から製品の在庫が

極めて少ないため、生産状況は販売状況に類似しております。

(2）受注状況

　婚礼衣装製造卸売事業で一部受注生産を行っておりますが、売上高のうち受注生産の占める割合が極めて僅少で

あるため、受注状況は記載しておりません。

(3）販売実績

　
事業の種類別
セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
　　至　平成21年３月31日）

 売上高（千円） 前年同期比（％） 構成比（％）

　こども写真事業 4,300,382 － 92.8

　婚礼衣装製造卸売事業 336,146 － 7.2

合　計 4,636,529 － 100.0

 （注）１．上記売上高金額には消費税等は含まれておりません。

２．セグメント間の取引については相殺消去しております。

(3）地域別売上高及び店舗数

　地域別の販売状況は次のとおりであります。

 地　域　別　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

  売上高（千円） 前年同期比（％） 店舗数（店）

 北海道 160,008 － 11

 東　北 225,261 － 23

 関　東 1,940,674 － 157

 中　部 504,029 － 51

 近　畿 657,701 － 62

 中　国 232,558 － 23

 四　国 85,971 － 7

 九　州 416,851 － 35

 その他 77,326 － －

　こども写真事業　計　 4,300,382 － 369

　婚礼衣装製造卸売事業 336,146 － －

合　　　計 4,636,529 － 369

 （注）１．上記売上高金額には消費税等は含まれておりません。

 　　　２．セグメント間の取引については相殺消去しております。

 　　　３．こども写真事業の「その他」はフランチャイジーからのロイヤリティー収入などであります。

 ４．上記店舗数は、当四半期連結会計期間末日の国内こども写真事業スタジオ直営店舗数を記載しております。
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２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、新たに決定又は締結した経営上の重要な契約等はありません。

 

 

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

１．連結経営成績に関する定性的情報

当連結会計年度は四半期報告制度の導入初年度であるため「（１）経営成績の分析」において比較、分析に用いた前年

同期数値は、独立監査法人による四半期レビューを受けておりません。

 

（１）経営成績の分析 

当第１四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、国際金融市場の混乱による世界経済の減速を受け、企業収益の大

幅な悪化や設備投資の減少、雇用情勢の悪化など、一段と景気の悪化が顕著となりました。

このような経営環境の下、当社グループのこども写真事業は、競争市場において他社と明確に差別化し圧倒的なお客様

の支持を得るため、昨年、一昨年に引き続きベッキーデザインの撮影用こども衣装（和装、洋装）を導入するとともに、今

年度は同デザインの入園入学撮影用こども衣装を導入いたしました。また、ディズニー製品におきましては、２種類の台紙

（ミッキーブルーダイヤ、ミニーピンクパール）を導入いたしました。

営業面においては、ベッキーデザインの入園入学用衣装を導入したこともあり、入園入学の撮影件数は前年同期比で

12.2％の増加となりました。また、七五三撮影件数は、営業の平準化を目的とした「Happy Birthday 七五三」の取り組み

により、前年同期比で6.7％の増加となりました。そのほか、スタジオアリスを体験していただく「みんななかよし撮影会

～アリスデビューしませんか？～」のキャンペーンや、昨年度に引き続き、お宮参り、お誕生日撮影が好調に推移し、直営

全店の合計撮影件数は、前年同期比で10.6%の増加となりました。

国内の出店状況につきましては、移転２店舗を含み７店舗を出店（内、小商圏型１店）し、次世代型への改装および区画

移動はそれぞれ12店舗、１店舗実施いたしました。退店は、移転による２店舗であります。また、海外におきましては、韓国

のこども写真館１店舗を退店いたしました。

その結果、当第１四半期末の店舗数は、国内こども写真館382店舗（直営店舗368店・フランチャイズ店舗14店）、ペット

写真館１店舗、韓国の子会社におけるこども写真館５店舗、中国の子会社におけるこども写真館１店舗、台湾の合弁会社に

おけるこども写真館２店舗を含め、391店舗となっております。

婚礼衣装製造卸売事業につきましては、昨年度に引き続いてタレントのベッキーがデザインしたウエディングドレスの

発表を行いました。また、上海久華紗工場では、国内及び海外の協力工場から順次生産の移転を行うとともに、生産量の増

加に向けた従業員の増員を図りました。

 

以上の結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は4,636百万円（前年同期比1.5％の減少）、

営業損失は1,379百万円（対前年同期329百万円の損失増加）、経常損失は1,378百万円（対前年同期326百万円の損失増

加）、四半期純損失は897百万円（対前年同期132百万円の損失増加）となりました。

　 

（２）財務状況の分析

①　資産の状況

　当第１四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末と比べ69百万円増加し17,332百万円となりました。

流動資産は、法人税等及び配当金の支払い等などにより、前連結会計年度末と比べ278百万円減少の6,618百万円となり

ました。

固定資産は新規出店による有形固定資産の増加、減価償却による有形固定資産の減少等などにより、前連結会計年度末

と比べ348百万円増加の10,713百万円となりました。

 

②　負債の状況

　当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末と比べ1,377百万円増加し7,608百万円となりました。

　流動負債は短期借入金の増加、リース債務の増加、未払法人税等の減少等により、前連結会計年度末と比べ1,255百万円増

加の7,010百万円となりました。

　固定負債はリース債務の増加等により、前連結会計年度末と比べ121百万円増加の598百万円となりました。

 

③　純資産の状況
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　当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べ1,307百万円減少し9,723百万円となりました。

　これは主に、当第１四半期純利益（損失）及び前年度の剰余金の処分（配当金支払い）などによるものです。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計期間末に比べ655百

万円減少し、2,268百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は、1,613百万円となりました。その主な内訳は、減少要因として、税金等調整前四半期純損

失1,442百万円、法人税等の支払額691百万円、増加要因として、減価償却費340百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、502百万円となりました。その主な内訳は減少要因として、写真スタジオの新規出店及

び既存店の改装・設備追加等にかかる支出524百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は、1,461百万円となりました。その主な内訳は増加要因として、短期借入金の増加額1,666

百万円、減少要因として、配当金の支払額429百万円であります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

 当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

 

 

 

(2）設備の新設、除却等の計画

 前連結会計年度末の設備の新設等の計画のうち、当第１四半期連結会計期間に完了した主なものは、次のとおりで

あります。

 提出会社

 事業所

（所在地） 

 事業のセグメントの名

称
 設備の内容

 投資額

（千円） 
 完成年月日  従業員数（人） 

 天王寺桃山店他４

店

（大阪市他） 

 こども写真事業  新店舗設備  114,300 平成21年３月  10 (26)

 （注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,888,000

計 30,888,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年５月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 17,185,650 17,185,650
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数　100株

計 17,185,650 17,185,650 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成21年１月１日

～平成21年３月31日
    － 17,185,650    － 1,885,950    － 2,055,449

（５）【大株主の状況】

１．当第１四半期会計期間において、株式会社トーランス・ジャパン及び本村　昌次から平成21年２月17日付

　　の大量保有報告変更報告書の写しがあり、 平成21年２月12日現在で以下のとおり株式の異動している旨

　　の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質所有株式数の確認

　　ができません。

 氏　名　又　は　名　称  住　　　　　所
 保有株式等の数

　　　　　　（株）

 株式等の保有割合

（％）

　株式会社トーランス・ジャパン
 大阪市西区北堀江２－11－15

 
4,500,000 　 26.18

  本村　昌次  大阪府吹田市 2,312,700 13.46

 ２．スパークス・アセット・マネジメント㈱から、平成21年２月13日付で提出された変更報告書により、

　　平成21年２月13日現在で以下の株式を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が

　　確認できないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。

　なお、スパークス・アセット・マネジメント㈱の変更報告書の内容は以下のとおりであります。

大量保有者    　スパークス・アセット・マネジメント㈱  

  住所          　東京都品川区大崎１－11－２

保有株式等の数  株式  1,128,000株

株券等保有割合  6.56％ 
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（６）【議決権の状況】

  　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が把握できず、記載するこ

とができませんので、直前の基準日である平成20年12月31日の株主名簿により記載しております。

①【発行済株式】

 

 

　 平成21年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）      普通株式     5,900 －
単元株式数

100株

完全議決権株式（その他）
普通株式

17,161,400
171,614 同上

単元未満株式      普通株式    18,350 －
１単元(100株)

未満の株式

発行済株式総数 17,185,650 － －

総株主の議決権 － 171,614 －

 

②【自己株式等】

　 平成21年３月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱スタジオアリス
 大阪市北区梅田

1－８－17
5,900 － 5,900 0.03

計 － 5,900 － 5,900 0.03

 

 

 

 

 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
１月

２月 ３月

最高（円） 878 770 708

最低（円） 639 525 610

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。
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３【役員の状況】

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平

成21年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,595,237 3,250,694

受取手形及び売掛金 1,000,226 1,128,519

商品 80,899 75,152

製品 205,053 158,495

原材料 898,618 788,755

仕掛品 152,038 198,329

貯蔵品 38,392 42,344

繰延税金資産 749,320 230,990

その他 954,849 1,069,198

貸倒引当金 △55,700 △44,700

流動資産合計 6,618,936 6,897,780

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 7,340,048 7,204,957

減価償却累計額 △3,287,255 △3,214,294

建物及び構築物（純額） 4,052,792 3,990,663

機械装置及び運搬具 744,948 709,944

減価償却累計額 △390,010 △348,845

機械装置及び運搬具（純額） 354,938 361,099

工具、器具及び備品 2,683,219 2,604,082

減価償却累計額 △1,958,976 △1,868,562

工具、器具及び備品（純額） 724,243 735,519

土地 650,076 650,076

リース資産 258,350 －

減価償却累計額 △9,661 －

リース資産（純額） 248,689 －

建設仮勘定 6,106 －

有形固定資産合計 6,036,845 5,737,358

無形固定資産

のれん 589,299 610,494

その他 389,787 398,943

無形固定資産合計 979,086 1,009,438

投資その他の資産

投資有価証券 72,366 72,363

長期貸付金 159,888 159,888

繰延税金資産 633,595 592,461

敷金及び保証金 2,875,006 2,840,367

その他 31,608 23,147

貸倒引当金 △75,000 △70,000

投資その他の資産合計 3,697,464 3,618,228

固定資産合計 10,713,397 10,365,025

資産合計 17,332,334 17,262,805
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 424,484 504,399

短期借入金 3,761,670 2,095,002

未払法人税等 79,522 759,885

リース債務 189,204 －

賞与引当金 5,103 7,548

未払費用 871,727 962,639

その他 1,678,444 1,424,757

流動負債合計 7,010,157 5,754,231

固定負債

退職給付引当金 248,225 239,066

繰延税金負債 19,956 21,654

リース債務 175,381 －

その他 154,957 216,471

固定負債合計 598,520 477,192

負債合計 7,608,678 6,231,424

純資産の部

株主資本

資本金 1,885,950 1,885,950

資本剰余金 2,055,449 2,055,449

利益剰余金 5,635,513 6,962,041

自己株式 △8,971 △8,971

株主資本合計 9,567,942 10,894,469

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △160 △161

為替換算調整勘定 △10,412 △52,849

評価・換算差額等合計 △10,572 △53,011

少数株主持分 166,286 189,923

純資産合計 9,723,655 11,031,381

負債純資産合計 17,332,334 17,262,805
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年３月31日)

売上高 ※2
 4,636,529

売上原価 4,339,816

売上総利益 296,712

販売費及び一般管理費 ※1
 1,676,247

営業損失（△） △1,379,535

営業外収益

受取利息 1,227

受取家賃 8,425

為替差益 13,196

受取手数料 4,431

雑収入 8,274

営業外収益合計 35,555

営業外費用

支払利息 11,085

賃貸費用 2,739

店舗解約損 15,242

貸倒引当金繰入額 5,000

雑損失 36

営業外費用合計 34,103

経常損失（△） △1,378,083

特別損失

固定資産廃棄損 48,365

減損損失 15,729

特別損失合計 64,095

税金等調整前四半期純損失（△） △1,442,178

法人税、住民税及び事業税 39,656

法人税等調整額 △561,163

法人税等合計 △521,506

少数株主損失（△） △23,637

四半期純損失（△） △897,034
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,442,178

減価償却費 340,840

のれん償却額 21,195

貸倒引当金の増減額（△は減少） 16,000

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,039

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,158

受取利息 △1,227

支払利息 11,085

為替差損益（△は益） △10,235

有形固定資産廃棄損 42,561

減損損失 15,729

売上債権の増減額（△は増加） 135,774

たな卸資産の増減額（△は増加） △95,722

仕入債務の増減額（△は減少） △90,995

未払消費税等の増減額（△は減少） △80,021

その他の流動資産の増減額（△は増加） 243,185

その他の流動負債の増減額（△は減少） 33,435

その他 △59,273

小計 △913,729

利息の受取額 1,033

利息の支払額 △8,696

法人税等の支払額 △691,767

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,613,159

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △456,828

無形固定資産の取得による支出 △14,298

差入保証金の差入による支出 △53,635

差入保証金の回収による収入 19,597

その他 2,632

投資活動によるキャッシュ・フロー △502,533

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,666,668

セール・アンド・リースバックによる収入 239,694

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △15,069

配当金の支払額 △429,492

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,461,799

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,563

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △655,456

現金及び現金同等物の期首残高 2,924,413

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,268,956
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

 (1)重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産 

　当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準

第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、評価基準については原価法から

原価法（収益性の低下に基づき簿価切下げの方法）に変更しております。

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、税金等調整前四半期純損失が93,341千円

増加しております。なお、セグメント情報に与える影響額は、当該箇所に記載しておりま

す。

 (2)リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準

第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及

び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成

６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が

平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用する

ことができることになったことに伴い、当第１四半期連結会計期間からこれらの会計基

準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。また、所有権移転外

ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間

を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。これによる損益に与

える影響額は軽微であります。また、四半期連結キャッシュ・フロー計算書において営

業活動による資金支出が33,725千円減少、投資活動における資金支出が258,350千円増

加、財務活動における資金収入が224,624千円増加しております。なお、セグメント情報

に与える影響額は、当該箇所に記載しております。

また、リース取引開始がリース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス

・リース取引については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を適

用しております。 
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

 ※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は

　　　次のとおりであります。

　　　給料手当　　　　　　　　　　　380,914千円

　　　退職給付費用　　　　　　　　　　5,204千円

　　　広告宣伝費　　　　　　　　　　544,838千円

　　　減価償却費　　　　　　　　　　 25,562千円

　　　のれん償却費　　　　　　　　　 21,195千円

　　　貸倒引当金繰入額 　　　　　　　16,718千円

 

 ※２ 　当社グループの売上高は、通常の営業の形態とし

　　　て、第４四半期の撮影機会（七五三等）が多いため

 　 　他の四半期連結会計期間における売上高に比べ、第

　　　４四半期連結会計期間の売上高が多くなるといった

 　 　季節的変動があります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

 ※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

　　 貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成21年３月31日現在）

 

 　　現金及び預金勘定　　　　　　　　　2,595,237千円

　　 預入期間が３ヶ月を超える定期預金  △326,281千円

 　　現金及び現金同等物　　　　　　　　2,268,956千円
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年３月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　

平成21年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

  普通株式　17,185,650株

 

 

 

 

２．自己株式の種類及び総数

  普通株式　　 　5,940株

 

 

 

 

３．新株予約権等に関する事項

  該当事項はありません

 

 

 

 

４．配当に関する事項

 　

 決  議　  株式の種類
 配当金の総額

（千円） 

 １株当たり

　配当額(円）
 基 準 日  効力発生日  配当の原資

 平成21年３月26日

 定時株主総会 
 普通株式  429,492 25　　　 平成20年12月31日 平成21年３月27日 利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自平成21年１月１日　至平成21年３月31日）

 
こども写真事業
（千円）

婚礼衣装製造
卸売事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社 
（千円）

連結
（千円）

売上高                  

(1）外部顧客に対する売上高 4,300,382336,1464,636,529 － 4,636,529

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ 328,509328,509(△328,509) －

計 4,300,382664,6554,965,038(△328,509)4,636,529

 営業利益（又は営業損失） (942,834)(412,686)(1,355,521)(24,014)(1,379,535)

　（注）１．事業区分の方法

事業は、製品又は役務の種類、製造方法、販売市場等の類似性を考慮して区分しております。

 　　　 ２．各区分に属する主要な製品・役務の内容

　　　　　　こども写真事業　　　……スタジオ写真の撮影・制作・加工、ディスプレイ制作、印刷等

　　　　　　婚礼衣装製造卸売事業……婚礼用ドレス・撮影用衣装等の制作・販売

 　　　３．会計処理の方法の変更（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　　　　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」1.（１）に記載のとおり、当第１四半

           期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適

　　　　 　用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、営業損失が、こども写真事業で705

　　　　　 千円、婚礼衣装製造棚売事業で92,635千円それぞれ増加しております。

　　 　４．会計処理の方法の変更（リース取引に関する会計基準）

　　　　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」1.（２）に記載のとおり、当第１四半

           期連結会計期間より、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会

　　　　　 計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会

           計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改

           正））を適用しております。これによるセグメント情報に与える影響額は軽微であります。

 

 

【所在地別セグメント情報】

  当第１四半期連結累計期間（自平成21年１月１日　至平成21年３月31日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

 

 

 

 

【海外売上高】

　当第１四半期連結累計期間（自平成21年１月１日　至平成21年３月31日）

　海外売上高は、連結売上高が10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

 

 

 

 

（ストック・オプション等関係）

 　　　　　該当事項はありません
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年３月31日）

前連結会計年度末
（平成20年12月31日）

１株当たり純資産額 556.32円 １株当たり純資産額 631.06円

２．１株当たり四半期純損失金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

１株当たり四半期純損失金額 　52.21円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

１株当たり四半期純損失金額     

四半期純損失（千円） 897,034

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 897,034

期中平均株式数（千株） 17,179

（重要な後発事象）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

（子会社の解散）

１．解散の理由　

　 　当社は、平成21年５月７日開催の取締役会において連結子会社である

   Marimo USA,Inc.の解散を決議いたしました。

　　 Marimo USA,Inc.は平成19年10月にニューヨークにて、米国における婚礼衣装の

   企画、販売を目的に設立いたしましたが、米国の金融危機を発端とした同国内の

   景気悪化により販売の見通しが立たないため、解散を決定いたしました。

 ２．当該子会社の概要（平成21年３月31日現在）

 （１）名　　称　  Marimo USA,Inc.

 （２）事業内容　　婚礼衣装の企画、販売

  （３）持分比率　　88.6%

  （４）資本金　　　US　$　 40,000（日本円　4,315千円）

  （５）負債総額　　US　$1,081,478 (日本円106,233千円）

３．解散の日程

  　平成21年７月（予定）

４．解散における損失見込額等

　　当該子会社の解散に伴う当社の今後の業績に与える影響は軽微であります。 
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２【その他】

 該当事項はありません
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年５月７日

株式会社スタジオアリス

取締役会　御中

監査法人　トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 西村　猛　　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 藤川　賢　　　印

     

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社スタジオア

リスの平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平

成21年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社スタジオアリス及び連結子会社の平成21年３月31日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 
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